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目に見えないものもたからもの 
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 この本を読んで、ぼくは心がほんわかあたたかくなりました。ねこのルークが

ふくびきで一とうしょうを当てて、ねがいがかなって１日だけ人間になり、大す

きなかいぬしのみゆちゃんと学校ですごすお話しだからです。  

 ぼくが一番心にのこったのは、みゆちゃんがルークからもらった一とうしょう

のふくびきを、自分のたからものが入っている青いクッキーのカンに入れること

にしたところです。一とうしょうのふくびきは、ルークのたからもののはずなの

に、みゆちゃんにあげてしまいました。ぼくはその理由を考えました。一とうし

ょうのふくびきは大じです。でも、人間になってみゆちゃんとお話したり、いっ

しょに学校ですごす時間の方が、ルークにとってはもっともっと大じなたからも

のだからだと思いました。それは、ふくびきの紙がなくなっても、ずっと心にあ

る大切な思い出です。 

 ぼくにも、たからものがあります。おばあちゃんにもらったラジコンカーです。

白い車体に赤、みどり、黄みどり色の線があって、数字で 35 と書いてあります。

ヘルメットをかぶったレーサーがのっています。ビューンとスピードを上げて走

り、かっこいいです。ラジコンカーをもらった時の、思わずジャンプした気もち

や、みんながニコニコ顔だったこともぼくのたからものです。この本を読んで、

たからものは、形があるものだけではないと思いました。楽しかった時間やあい

手へのやさしい気もちのような、目に見えない形のないものも、たからものなん

だと気がつきました。 

 ルークは、みゆちゃんのよいところをたくさん見つけて作文に書きました。ぼ

くも、友だちのよいところをたくさん見つけたいです。そして、毎日をニコニコ

顔ですごして、これからも大切なたからものの気もちをたくさん見つけていきた

いです。 


